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⾼度経済成⻑期に広がったドーナツ化現象は逆に都⼼回帰の傾向が観測されており、地⽅都市においては新
たな対応が求められている。我々の研究においても、中⼼的商業地域、旧来からの居住地域、郊外の新興住
宅地から成る同⼼円構造が⼋王⼦市にも確認できた。本提案では郊外地域の利便性向上による新たな街おこ
しを提案し、少⼦⾼齢化時代において⼋王⼦市が東京⻄部の持続的ポジジョンを確⽴することを⽬指す。 
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1. はじめに 
高度経済成長期における人口増加ならびに地価

高騰により、都市化された中心部から郊外・周辺部
へ人口が移動するドーナツ化現象が観測された。	
八王子市においても図１に示すように、1960～1990
年代に人口増加を迎え、現在は増加傾向からわずか
な減少傾向に至っている。この変化はバブル経済崩
壊、少子高齢化といった社会情勢によるものである
が、特に少子高齢化に関しては人口の減少と高齢化
の動きを短期間に改善することは困難である。そこ
で我々は縮小均衡に陥らない都市や国家の経済的成
長を最終ゴールとし、ビッグデータ分析に基づく課
題解決を研究している。	

 
2. 本提言における課題認識 
	 人口増加と都市部地価上昇が停止することにより
前述のドーナツ化現象は消滅し、逆に人口の都心回
帰が開始した。このマクロな人口動態を地方都市の
視点から見ると、	
① 団地全体の高齢化	
② 都市中心の商店街閉鎖（シャッター街）	
が進み、新たな街づくりが求められている。	
一方で、比較的若い世代は先の時代に開発されてき
た地域の外側に居住したり、道路整備の進展によっ
て都市部郊外の外側にバイパス道路が開通したりす
ることによって、生活中心が郊外へと拡大する傾向
がある。	
	 このような状況において、公共投資の圧縮、交通

弱者の利便性を考慮することにより、都市機能を狭
域に限定し、持続性を主体に考慮したコンパクトシ
ティが着目されている。しかしながら、一旦拡大し
た都市機能を縮小したとしても、主要都市機能（特
に経済拠点）がねらい通りの中心に戻る保証が無い
こと、新規情報メディアの普及により、周辺地域の
情報入手が容易になったり、新たな道路開通によ
り、居住地域外への移動が活性化（ストロー効果）
したりなどの危険性が考えられる。そこで、我々の
研究にでは縮小均衡を目指すのではなく、郊外への
拡大を活用しつつ都市全体の拡大的発展を目指した
街づくりを目標とする。	
 
3. ビッグデータ解析に基づく課題分析 
我々は路線バスの乗降客数、小地域人口、天候デ

ータなどの大量データ(ビッグデータ)を用いた実社
会の課題解決を研究テーマとしている。路線バス乗
降客数が周辺都市のイベントにより増加するパイプ
効果を示し、新たな町おこしを提案した[1]。	
この研究では小地域人口とバス停毎の乗降客数と

の関係をモデル化しているが、その誤差を検証する
過程で多くの事実が発見できる。表１は中野山王３
丁目の中野団地バス停において、モデル誤差が拡大
することから、乗降客の実地調査をした結果であ
る。この調査から、朝の通勤通学時間帯の乗降客数
は団地居住者よりも他の地域(中野町)に依存してい
ることが判明した。したがって、我々のモデルでは
年齢を考慮必要があることを発見したのと同時に、
バス停が配備されている他の地域においても町が形

 
図１ ⼋王⼦市の⼈⼝推移 

表１ 中野団地乗降調査 
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成された当初の機能だけによらず、現時点での年齢
構成を配慮すべきことを発見した。	
以上知見に基づいて八王子市の15～64 歳人口を

GIS	 (Geographic	Information	System)により地図
上で色分けしたものを図２に示す。	

図中の〇印は京王八王子駅、JR八王子駅、西八
王子駅、高尾駅を示している。この図が示すとお
り、いわゆる生産人口は八王子駅付近の中心部周辺
に位置していることがわかる。一方、△印で示した
中野団地、みつい台、松枝住宅、城山手のバス停は
路線バス終起点であるが比較的着目世代の人口が少
ない地域となっていることがわかる。	
次に松枝住宅から西八王子駅経由で JR八王子駅

までの所要時間と、路線バスで直接にJR八王子駅
にて鉄道に乗車するまでの時間を比較した表を示す
(表２)。	
この結果から、朝に松枝住宅から都心へ通勤する

ためには、西八王子駅に出て鉄道に乗る方が速く職
場へ移動可能であると解釈できる。さらに、西八王
子駅からの乗車では着席できる可能性も高くなる。
これは、ハブとなる八王子駅付近の交通集中による
kmあたりの輸送時間増加と考えられる。	
以上、人口増加期の団地では通勤・通学で公共交

通機関を利用する乗客が減少しており、周辺の地域
から始発乗車を期待する乗客が集まり、中心部では
ない鉄道駅を利用するというパターンが観測され
る。これは、公共交通が整備された 1900 年台後半
の人口分布に対して、その後の居住者が都市中心よ

りやや離れた部分に居住し始めたことに依存すると
考えられる。我々はこの都市部中心から同心円状に
年齢別人口が分布する状態を年齢ドーナッツと考
え、生産人口が集中するドーナツ部分に関しては郊
外から主要交通網への接続利便性を向上させること
と、子供＆高齢層が居住するドーナツでは生活圏内
での利便性向上が重要であると考える。	

 
4. 提言 
(1)西八王子駅を中心とした新規ハブの形成		
新たな居住地域が八王子中心部から西に向かって

展開している。陣馬街道から西八王子駅に入り込む
ルートが整備されることによって、中心部の混雑を
回避した通勤・通学が可能となる。高尾地区も同様
であるが、丘陵地形を考慮し西八王子を優先する。	
	(2)内陸ハブの形成	
北西部の川口町付近も(1)と同じ年齢ドーナツ上

に位置していると考えられる。混雑する秋川街道か
ら中心への流れを高尾街道経由で陣馬街道、西八王
子へつなぐため、年齢ドーナツ内での移動利便性を
図る。これにより、パーク＆ライドや自転車利用の
併用を考慮し、高尾街道と陣馬街道の交差点である
四谷付近に内陸ハブ(商業施設も含む)を設ける。	
	
以上の提案ではデータの都合上、八王子東部(北

八王子付近)、南部(多摩ニュータウン)等に言及で
きていないが、同様に年齢ドーナツに沿った考え方
を適用可能であると考える。	
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図２ 年齢別⼈⼝地図 

表２ 松枝団地からの経路別所⽤時間 

 

出発地 到着地 距離(m ) 時間(分) 単位時間(分/km ) 手段 出発地 到着地 距離(m ) 時間(分) 単位時間(分/km ) 手段

松枝住宅 四谷北 400 0 0.00 バス 松枝住宅 四谷北 400 0 0.00 バス

四谷北 四谷並木橋 210 1 1.64 バス 四谷北 四谷並木橋 210 1 1.64 バス

四谷並木橋 泉町住宅 500 2 4.00 バス 四谷並木橋 泉町住宅 500 2 4.00 バス

泉町住宅 泉町 280 1 3.57 バス 泉町住宅 泉町 280 1 3.57 バス

泉町 花川 300 1 3.33 バス 泉町 花川 300 1 3.33 バス

花川 薬師前 550 2 3.64 バス 花川 薬師前 550 2 3.64 バス

薬師前 三村橋 140 1 7.14 バス 薬師前 三村橋 140 1 7.14 バス

三村橋 横川町住宅 550 4 7.27 バス 三村橋 横川町住宅 550 3 5.45 バス

横川町住宅 住宅北 280 0 0.00 バス 横川町住宅 住宅北 280 0 0.00 バス

住宅北 住宅中央 350 1 1.59 バス 住宅北 住宅中央 350 1 1.59 バス

住宅中央 横川橋公園 270 0 0.00 バス 住宅中央 横川橋公園 270 0 0.00 バス

横川橋公園 多賀公園入口 300 1 1.75 バス 横川橋公園 多賀公園入口 300 1 1.75 バス

多賀公園入口 市役所入口・元本郷公園東 120 3 25.00 バス 多賀公園入口 市役所入口・元本郷公園東 120 3 25.00 バス

市役所入口・元本郷公園東 四中前 350 0 0.00 バス 市役所入口・元本郷公園東 日吉町 500 2 4.00 バス

四中前 元本郷1丁目 300 2 3.08 バス 日吉町 西八王子駅(バス停) 600 5 8.33 バス

元本郷1丁目 本郷横丁 500 3 6.00 バス 西八王子駅(バス停) 西八王子電車 89 4 44.94 徒歩

本郷横丁 織物組合 280 1 3.57 バス 西八王子電車 八王子電車 2650 4 1.51 電車

織物組合 八日町四丁目 290 1 3.45 バス 8089 31

八日町四丁目 八日町一丁目 250 1 4.00 バス

八日町一丁目 横山町三丁目 240 1 4.17 バス

横山町三丁目 横山町 350 1 2.86 バス

横山町 八王子駅北口 400 6 15.00 バス

八王子駅北口 八王子電車 180 4 22.22 徒歩

7390 37

松枝住宅(バス停)→八王子駅（手段：バス、徒歩）

トータル

松枝住宅(バス停)→西八王子駅→八王子駅（手段：バス、徒歩、電車）

トータル


